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　地域リハビリテーション従事者研修会プログラム
テーマ：「今こそ地域リハビリテーションを考えよう」
　　　　　　　　　～自立を支える多職種協働～
　リハビリは一般的に機能訓練が主体であると考えられがちですが、見方を変えると多職種の協働作業によってネットワークが生まれ、生活の広がりが期待できる“魔法の杖”ともいえます。

　今回は言語聴覚士や作業療法士からの事例報告及びグループワークをとおして、参加者が地域において明日への業務につなげるための研修会を実施します。

１　研修日程　　平成２８年１１月２２日（火）午前９時４０分～午後４時００分
２　会　　場　　中央市立玉穂総合会館　２階　多目的ホール１・２（中央市下河東620）                                   
３　研修スケジュール 
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開会式
事務連絡
「地域リハビリテーションについて」

山梨県福祉保健部健康長寿推進課　　課長補佐　坂村裕輔　

「活動報告」
「峡東地域リハビリテーション広域支援センターの活動」

峡東地域リハビリテーション広域支援センター
　　作業療法士　関谷宏美

（休憩）

「事例報告」　

「コミュニケーション障害を持つ方々にやさしい地域づくりをめざして」

～保健師と展開した南部町言語リハビリ教室15年間の取り組み～　
湯村温泉病院　　言語聴覚士　赤池三紀子

　　　　　　　　　　　　　　　　
～～～昼　食～～～　
「事例報告」
（仮）「地域での役割と多職種連携」
甲州デイサービスセンター韮崎事業所　　作業療法士　武藤奈穂
会場準備・休憩
グループワーク

　『今こそ地域リハビリテーションを考えよう』

～自立を支える多職種協働～
　　　    　　　　　　　　　　　山梨県言語聴覚士会　吉澤由香　
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